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総合海洋調査船建造事業 ジャボタベック圏鉄道近代化事業（Ⅵ）

■借款概要

■事業概要

海洋調査船・関連調査研究機器の調達および海洋調

査船の運航・運営に係わるトレーニングを行うことに

より、これまで立ち遅れていた同国の海洋研究・開発

の水準向上を図るもの。

■評価結果

本事業で導入された調査船は、年平均約320日稼動

しており、同国近海のみならず太平洋や南極に至る遠

洋での海洋調査を中心として航海を続けている。航海

総距離数は年間47,117km（1994年）から76,952km

（1999年）に至り、過去7年間の総航海距離数は

434,026km、年間平均航海距離は62,004kmであった

（航海数年平均9回）。本調査船調達以前は、外国の調

査研究への参画、また、外国籍船を賃借して調査研究

を実施していたが、本調査船調達後は、同国独自の事

業として新たな調査研究および研修活動が実施され、

海洋調査の広域化、海洋研究開発の本格化、二国間ま

たは多国間海洋共同調査体制の確立が実現されてい

る。

本調査船は、適切に維持管理されており、機能の自

立的な発展に問題ないと考えられる。関連調査研究機

器は、最新機器へ随時更新される予定である。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

4,100百万円/4,034百万円

1985年12月

金利5.0%、返済30年（据置10年）

1993年12月

本事業で導入された海洋調査船

韓　国

総合海洋調査船建造事業

■借款概要

■事業概要

ジャボタベック圏随一の幹線である中央線のジャカ

ルタ・コタ駅～マンガライ駅を高架化することによっ

て、道路交通の円滑化を図るとともに、列車速度の向

上および鉄道輸送力の増強に寄与するもの。

■評価結果

ジャボタベック圏を南北に走る中央線のうちジャカ

ルタ・コタ駅～マンガライ駅間（約10km）には、従

来ジャカルタ市の中心部を通るため同線を東西に横切

る19箇所の踏切があり、列車本数の増加により、いわ

ゆる「開かずの踏切」となり鉄道交通にも大きな障害

となる可能性があったが、本事業による鉄道の高架化

に伴い、上記の問題が解決することになり、当該地域

の道路交通の円滑化に貢献したと考えられる。また踏

切における違法横断等により列車の急停車や減速を余

儀なくされていたが、本事業により上記問題が解決さ

れ、列車速度の向上や運行の効率化が見られる。

運営・維持管理は現在インドネシア鉄道会社

（PT.KAI）が行っており、軌道メンテナンスが定期的

に実施されるシステムは構築されているものの、職員

の研修状況、人員充足状況、運営・維持管理予算の手

当て状況を含め維持管理体制には持続性の観点から引

き続き留意する必要がある。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

13,565百万円/11,375百万円

1987年12月

金利3.0%、返済30年（据置10年）

1993年12月

本事業により高架化された路線区間

インドネシア

ジャボタベック圏鉄道近代化事業（Ⅵ）


